
 

 

 

       意匠設計者のための建築構造勉強会（2019.3.27） 
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(⼀社）滋賀県建築⼠事務所協会 



             はじめに 

 

3 月 27 日に開催しました構造勉強会には予想を上回る参加をいただきありがとうご

ざいました。その後協会に寄せられた質疑事項について、大変遅くなりましたが回答集

としてまとめましたのでここに提示いたします。 

 この回答集の内容につきましては、滋賀県建築士事務所協会の技術法令委員会、耐震

診断審査検討委員会の委員が自らの知識と経験をもとに工学的な判断と調査を加えて

それぞれの見解としてまとめています。質疑の内容は非常に高度な事項も含まれていま

すが個々の見解は委員の一見解を示すもので他の見解や判断を否定するものではあり

ません。委員を含めた建築技術者の能力向上に貢献することも構造勉強会と質疑回答の

大きな目的でもあります。趣旨をご理解の上活用していただくことをお願いします。 

また回答の内容やその他のご意見がある場合や構造についてもっと知りたい事項が

ありましたらメール等でお知らせ下さい。今後開催予定の講習会などで報告し、さらに

は講習内容の参考とさせていただきます。よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Q-1（基礎） 

   地盤調査について、標準貫入試験、スウェーデン式サウンデｲング試験の御説明を頂

き、スウェーデン式サウンデｲング試験の不確かさについての注意点も非常に勉強に

なりました。恥ずかしながら最近、表面波探査試験というものがあることを知りま

した。こちらの試験は掘削に必要が無く、簡易に試験が行えるという利点を聞きま

したが、やはり簡易であるため試験データの精度には不安が有ると思います。この

表面波探査試験は、通常の確認申請に根拠データとして利用できるものでしょう

か？また、使用に際しての注意点があればご教授いただきたいと思います。 

 

 回答 1 
  建築基準法上の地盤調査などの取り扱いについては平成１３年国土交通省告示第１１

１３号に根拠をおくのが一般的です。御指摘頂きました「表面波探査試験」は同告示

第一第六号に示される「物理探査」に該当しますが、基準法上では特殊な用途にのみ

使用される限定された方法となっています。たとえば超高層建物の時刻歴応答解析に

おいて震源地から当該建物に伝播する地盤の伝達速度（せんだん波速度）を調べる場

合に必要な PS 検層として利用されるものです。よって建物の基礎設計に用いられるこ

とはまずありません。一部の地盤保証会社が利用しているようですが、ウェーデン式

サウンデｲング試験と同様に土層のサンプリングが出来ませんので粘土や砂などの物

性が判別できません。 

上記の理由より、地盤の変形（鉛直方向・水平方向とも）や液状化などの諸検討が必

要な建築基礎設計の諸事情を考慮すれば、基礎設計用根拠資料を得るために行う地盤

調査としてはお勧めできません。 

 

 回答 2 
実際に採用したことがなく知識がありませんので回答にはなりませんが地層を把握す

るのには有効な方法と感じます。地耐力等の確認についてはよく判らないという感じ

です。 

 

 回答 3 
戸建て住宅の分野ではくいの支持層の確認や宅地の地層構成の把握を目的に採用され

る場合もあるそうです。重量がある建物や、深い部分の調査は不向きと考えます 

 

 

 



 

 

Q-2（木造） 

木造の筋違について、筋違ですのでできるるだけ傾斜している方が強度が上がるよう

な気もしますが、座屈するのではないかという思いもあります。一間の壁があるとし

て、一間にたすき掛けの筋違を設けるものと、半間に柱を入れ、半間のたすき掛けが

２枚あるものではどちらが有効なのでしょうか？ 

 

回答 1 

筋違の有効性についての御質問ですが、複数の回答が考えられます。  

まず最初に、施行令第４６条第四項に規定される壁量計算についての質問とすれば、

いずれも筋違の仕様が同じ（同一壁倍率）であれば壁長さに比例しますので、一間（２

P）と半間（P）２か所（合計２P）とでは耐力が同一となります。次に、許容応力度

計算によって筋違を計算する場合について、筋違の負担水平力は剛性に比例して求め

られます。そして座屈長さは筋違実長にて求めることとすれば（筋違中間部での拘束

が無いとの条件、および面外方向に拘束する面材が存在しないとした場合）、計算結果

では一間の場合と半間２か所を比較しますと、剛性では１：０．７４となり一間の方

が剛性が高く、効きが良い結果となります。一方筋違に生じる軸力の比較では１：０．

５９となります。半間に入れる筋違は筋違が立ちすぎていて（角度が大きい）効きが

悪いということが判ります。 

御質問にあります座屈の件ですが、一間の場合と半間の場合とでは、座屈長さが１：

０．８７７の関係にあります。また短期許容圧縮応力度においては、１：１．３と差

が出ます。以上の事から、一間の場合は半間２か所に比べ、剛性が高く負担水平力が

大きくなるのにも拘らず座屈しやすい事から要注意となります。 

結論から申しますと、一間筋違を設計する場合は座屈拘束が期待できる面材（ボー

ド類や外壁のサイデイング類）と併用して使用することが肝要となります。参考に建

築学会のシンポジウム（Ｈ３０年６月２９日）の実験資料では半間にたすき掛け４５

ｘ９０筋違では壁倍率が２．８倍、それに両面石膏ボードを張れば４．４６倍に、片

面石膏ボード＋外壁サイデイングとすれば５．１６倍に。つまり「壁倍率４．０を確

保」する為には筋違の座屈拘束を意識して面材で保護して使用することが前提となっ

ていることを知ったうえで設計することが重要です。 

（資料 1－建築学会シンポジウム 資料２―筋違剛性、耐力計算表を添付しましたので、

参照してください） 
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長期 短期

筋違

Ｖ 材質 ｆｃ 　＝　 6.49 11.8
等級 ｆｔ 　＝　 4.95 9 i = mm

ｆｂ 　＝　 8.14 14.8 A = mm
2

断面寸法 B X D ｆｓ 　＝　 0.66 1.2 Z = x10
3

mm
3

（mm） 90 fcv 　＝　 2.2 4 I = x10
6 mm

4

m E 　＝　

ｍ

応力計算 w C　x　ｑ

W　= ｋN/ｍ （ 0.59 X 0.00 　＝　 0 ）

↓　P１ P１＝ ｋN （ 0.00 X 1.00 X 1.00 　＝　 ）

↓ P2 ↓ P２＝ ｋN （ 0.00 X 1.00 X 1.00 　＝　 ）

P3 ↓ ↓ ↓ P３＝ ｋN （ 0.00 X 1.00 X 1.00 　＝　 ）

ｗ M　= W・L
２
/８　　＋ 　P1・L/４　　　＋　　　P2・L/３　　＋　　　P3・L/２

　＝　 + + +

　＝　

Q　= WL/２　　　＋　　　P１/２　　　　　　＋　　　P２　　　　＋　　１．５・　P3

　＝　 + + +

　＝　

ｍ

ＬN　=

sN　=

細長比　λ＝ ∴

Fc

α　＝ Ae＝ 0 ｘA

曲げ＋軸力に対する検定　　 σ/ｆ 　＝　 eM/αZ・Lｆｂ ＋

　＝　 ＋ 　＝　 < 1.0 ∴

曲げ＋軸力に対する検定　　 σ/ｆ 　＝　 ＋

　＝　 ＋ 　＝　 < 1.0 ∴

剪断力に対する検定 　＝　 2x Q/α・A・ｓｆｓ　＝　 < 1.0 ∴
（母材）

減り込み検討 　＝　 　＝　 < 1.0 ∴

半間ＴＹＰＥ 許容応力度

スジカイ  　　  (N/mm
2
) 断面性能

60.75

45.0 2.73375

ヤング係数 7  (kN/mm
2
)

部材の符号 杉
無等級 25.98

4050

0.000

0.000 0.000

0.000 0.000

0.000 0.000

筋違長Ｌ　= 2.878 座屈長　LK＝ 2.878

荷重形状　（風圧力）
受風幅

0.000

0.000 kN

曲げモーメント

0.000 0.000 0.000 0.000

0.000 kN・m

部材軸力 偏心量　ｅ＝ 0

0.000 kN 偏心曲げ応力 Me＝L N x e =

剪　断　力

0.000 0.000 0.000

座屈考慮低減係数 110.77 < 150 OK

0.000 ｋＮ・ｍ

10.770 kN 偏心曲げ応力 Me＝s N x e = 0.000 ｋＮ・ｍ

筋違材の断面検定 部材の断面欠損低減率 1.00

（長期検討）
偏心曲げ考慮

低減係数  (N/mm
2
)  (N/mm

2
)

0.2448 Lfc　＝ 1.59 ｓfc＝ 2.89

OK

（短期検討） 偏心曲げ考慮

ΣｓM/αZ・ｓｆｂ ｓN/αA・ｓfc 検定比

LN/αA・Lfc 検定比

0.000 0.000 0.000

sσｃｖ/ｓｆｃｖ sN /(1-Ae)・ｓｆcv 0.665 OK

0.000 0.921 0.921 OK

τ/ｆｓ 0.000 OK

kazuo
タイプライターテキスト
資料2



長期 短期

筋違

Ｖ 材質 ｆｃ 　＝　 6.49 11.8
等級 ｆｔ 　＝　 4.95 9 i = mm

ｆｂ 　＝　 8.14 14.8 A = mm
2

断面寸法 B X D ｆｓ 　＝　 0.66 1.2 Z = x10
3

mm
3

（mm） 90 fcv 　＝　 2.2 4 I = x10
6 mm

4

m E 　＝　

ｍ

応力計算 w C　x　ｑ

W　= ｋN/ｍ （ 0.59 X 0.00 　＝　 0 ）

↓　P１ P１＝ ｋN （ 0.00 X 1.00 X 1.00 　＝　 ）

↓ P2 ↓ P２＝ ｋN （ 0.00 X 1.00 X 1.00 　＝　 ）

P3 ↓ ↓ ↓ P３＝ ｋN （ 0.00 X 1.00 X 1.00 　＝　 ）

ｗ M　= W・L
２
/８　　＋ 　P1・L/４　　　＋　　　P2・L/３　　＋　　　P3・L/２

　＝　 + + +

　＝　

Q　= WL/２　　　＋　　　P１/２　　　　　　＋　　　P２　　　　＋　　１．５・　P3

　＝　 + + +

　＝　

ｍ

ＬN　=

sN　=

細長比　λ＝ ∴

Fc

α　＝ Ae＝ 0 ｘA

曲げ＋軸力に対する検定　　 σ/ｆ 　＝　 eM/αZ・Lｆｂ ＋

　＝　 ＋ 　＝　 < 1.0 ∴

曲げ＋軸力に対する検定　　 σ/ｆ 　＝　 ＋

　＝　 ＋ 　＝　 ＞ 1.0 ∴

剪断力に対する検定 　＝　 2x Q/α・A・ｓｆｓ　＝　 < 1.0 ∴
（母材）

減り込み検討 　＝　 　＝　 ＞ 1.0 ∴

部材の符号 杉
無等級 25.98

4050

許容応力度

スジカイ  　　  (N/mm
2
) 断面性能

一間ＴＹＰＥ

60.75

2.73375

ヤング係数 7  (kN/mm
2
)

筋違長Ｌ　= 3.281 座屈長　LK＝ 3.281

0.000 0.000

曲げモーメント

0.000 0.000 0.000 0.000

荷重形状　（風圧力）
受風幅

0.000

0.000 0.000

0.000 0.000

kN

部材軸力 偏心量　ｅ＝ 0

0.000 kN・m

剪　断　力

0.000 0.000 0.000

座屈考慮低減係数 126.29 < 150 OK

0.000 kN 偏心曲げ応力 Me＝L N x e = 0.000 ｋＮ・ｍ

16.570 kN 偏心曲げ応力 Me＝s N x e = 0.000 ｋＮ・ｍ

筋違材の断面検定 部材の断面欠損低減率 1.00

（長期検討）
偏心曲げ考慮

低減係数  (N/mm
2
)  (N/mm

2
)

0.188 Lfc　＝ 1.22 ｓfc＝ 2.22

（短期検討） 偏心曲げ考慮

ΣｓM/αZ・ｓｆｂ ｓN/αA・ｓfc 検定比

LN/αA・Lfc 検定比

0.000 0.000 0.000

45.0

sσｃｖ/ｓｆｃｖ sN /(1-Ae)・ｓｆcv 1.023 ＮＧ

0.000 1.843 1.843 ＮＧ

τ/ｆｓ 0.000 OK

OK

0.000

0.000

kazuo
タイプライターテキスト
資料2



 

回答 2 

半間×２と１間の筋交いを比較すると壁量は同等ですが、純粋に構造耐力を比較する

と 1：0.88 程度（階高により多少変動）の耐力比になり同等では無くなります。さら

に剛性では 1：1.6 程度と耐力と比例していません。 

この違いは両者を併用している場合、地震力が加わると 1 間の筋交いには剛性が大き

いため応力が集中し逆に半間の方は 1 間の筋交いより応力が少なくなると考えられま

す。1 間の筋交いが早期に破壊する可能性が高まり、建物には悪影響となります。結論

として両者のような剛性に比例しない耐力となる筋交いを併用することは避けるべき

です。少なくとも近接して設けないようにして下さい。 

 

回答 3 

水平方向の耐力を考えた場合、半間×2（1.12）＞１間(1.0)  となり半間×2 のほう

が耐力が大きいと考えます。 一方、剛性を考慮した場合は 剛性の大きさは  

１間 ＞ 半間×2 となり剛性は１間の方が大きくなります。地震力は剛性が大きい方

がより負担するので並べた場合は１間の方が先に破壊する恐れがあると考えます。 

 

回答４ 

どちらが有効かどうかについては、状況により見解は変わるかと思います。 

建築基準法施行令第４６条第四項による壁量計算だと、当然同じ仕様で長さが同じで

あれば耐力は同じとなります。 

しかし、許容応力度設計の場合は、耐力、剛性ともに違いが出てしまいます。 

私の私見としては、一般的に半間２か所で入れる方が多いと思うのですが、１か所の

筋交い耐力は、１間に比べ半間の方が耐力は小さいですが、２か所あることより半間

２か所の方が耐力は大きくなると考えられます。また、１間で１か所入れる場合は座

屈の問題もあります。半間の箇所に柱があるかないかなどの問題もあります。 

また、１間１か所と半間２か所を比較すると剛性にも違いがあり、１間１か所の方が

半間２か所より剛性は高いです。これらのことを考えると、プランにもよりますが、

私的には、半間２か所を推奨します。 

また、耐力、剛性の違いもありますので、１つの建物で混在することは避けた方がよ

いと思います。 

 

 

 

 

 



 

Q-3（S 造） 

水平ブレースの取り付けの際、入隅の交点を狙って取り付けるべきだと思いますが実

際はどちらか片側の梁にＧＰＬが取り付けてある状況が多いと思います。 

その場合、リブプレートでの補強の具体例があればご教授いただけますか？ 

 

回答 1  以下の写真を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水平ブレース端部と梁の補強スチフナー取り合い事例写真 

 

  回答 2 

   補強については実際の状態を見ないと補強方法は決められないです。 

それよりも接合部は梁と梁もしくは柱の交点に持ってくるのが基本です 

これを守るのが重要と思います 

 

回答 3 

水平ブレースの軸心が、入り隅部の交点を狙って取り付けるのが基本です。取り付け

PL は水平部材となるケースとなることから、取り付く梁位置がウエブとなる場合は、

取り付く水平 PL の端には必ず垂直方向の PL を上下フランジに渡り配置する必要性が

あります。（ウエブ材を面外方向に引っ張る力をうけるため）また、水平ブレースを取

り付ける GPL は、連続する梁側に取り付けるようにしてください。ピン仕口のある側

の小梁に取り付けると、ピン仕口の PL が面外に引っ張られる事となり、応力が十分に

伝達されない可能性があります。 

 

 

 

 



 

Q-4（S 造） 

大スパンの梁で、部材長さの都合からジョイント部が数か所になると思います。 

当然応力の小さいところでのジョイントを設けるべきとだと思いますが、どうしてもそ

うできない場合もあります。例えば一本の大梁を２分割するような場合、中央部にジョ

イントを設けることになると思われますが、そうであれば３分割して中央部ののジョイ

ントは避けるべきでしょうか？ 剛接合していれば部材同等の応力が見込めると判断

してジョイントの数を増やしても良い物でしょうか？ 

 

回答 1 
法律（施行令第６７条第二項）上は存在応力の伝達が可能であれば、特段の制限はあ

りません。一般的には長期応力に対し、なるべく応力の小さい部分で継手を設けるよ

うにしていますが、運送上の制限や建て方上の制限、さらには施工性の理由により継

手位置が決定されています。よって、梁の継手位置については、端部に設け、それで

も梁が長くて運べない場合には中央を避け、その近傍に継ぎ手を設けることとなりま

す。その場合、中央近傍の継ぎ手は現場建方前に地組してから建て方とする方法がと

られます。この場合においては吊り上げる時、梁部材が「面外方向に座屈しないか？」

の検討も併せて行っておく必要があります。 

  次に、継ぎ手の数の問題ですが、一般的には母材強度同等の継手耐力、最近では殆

どが保有耐力継手仕様とされていますので問題とはなりません 

 

回答 2 
  梁の継手を設ける場合はどの位置であれ計算でチェックする必要があります。計算で

問題なければ位置はどこでも良いことになりますが、ご指摘のように大きな応力の位

置を避けるのは賢明な判断とも思われます。ただし、施工の難易も考慮して下さい 

 

回答 3 
計算上問題なければｼﾞｮｲﾝﾄを増やすことは可能と考えます。施工や運搬を考慮して判

断すれば良いと考えます 

 

回答４ 
一般的には長期応力に対しなるべく応力の小さい部分で継ぎ手を設けるようにして

いますが、保有耐力継手仕様としていれば、継ぎ手位置については、端部塑性域以外

であれば、特に問題は無いと考えられます。但し、梁の中央は長期応力も最大であり、

また施工性も観点からも避ける方がよいとは思います。 



また、継手位置については当然継手の計算による確認を行う事は必要です。 

取り付く小梁の位置と重ならないよう十分配慮する必要生があります。 

また、１本の梁に継手を複数向ける場合、継手がない梁に比較し、継手がある場合は

変形量が大きくなるので、注意が必要です 

 

Q-5（RC 造） 

柱や梁など、現場で型枠の施工性の関係から増し打ちをすることがよくありますが、大

きな増し打ちは標準図にしたがって補強を入れるとして、軽微なものの場合どの程度なら

許されるでしょうか？ 以下の２例ですが、無筋で増し打ちしてしまってもよいものか、

スタイロなどを挟み込むなどして縁を切るべきでしょうか、どうお考えになりますか？ 

 
 

回答 1 
  図示いただきましたいずれのケースにおいても大局的に剛性の増大が問題となるこ

とは無いと思われます。ただし法律上は平成１９年国土交通省告示第５９４号第一第

一号の規定および同第二号の規定により、構造の検討が必要となります。しかし「建

物の規模や他の構造部材の剛性に比較して、変動する剛性が微々たる状況においては、

何も問題がない」との簡単な検討書（コメント）が用意できれば支障が生じません。

まずは構造計算された方に御相談され、判断を仰ぐことが肝要と思われます。特に重

要な事は構造設計上、十分な余裕が見込まれていれば、少々の変更に対応が可能であ

ると考え、ギリギリの構造設計を要求しないことと言えます。 

 

回答 2 
 基本的には柱梁の断面は計算断面と整合することが重要です。構造計算では断面の剛

性を正確に評価して計算します。質疑の左図の柱の場合Ｙ方向は壁付で壁の剛性が大

きいため増し打ちしても剛性の影響は少ないように思われます。Ｘ方向も増し打ち部

のせいが小さいので剛性の増加は少ないようですので増し打ちも可能かと思います。 

右図の梁の場合は大梁と小梁が増し打ちにより一体となると剛性の変化が無視できな

いレベルになるように感じられるで分離させて施工するべきだと考えます。 



 

回答 3 
いづれの場合も剛性が増大することが予見できますので、チェックをして微小なもの

と確認したうえなら、増し打ちしても良いと思います 

 

回答４ 
微小な増し打ちでも、剛性は変化します。故に確認申請上は何がしかの検討を求めら

れる可能性があります。構造設計をされた方に相談のしてもらった方がよいかとは思

います。しかし実際問題は、よほどシビアな余裕のない設計をしていない限り、軽微

な増し打ちでは剛性の増大が大きな問題となることはないと思います。 

設計時に余裕のない設計をしないことが重要だと思います。 

 

Q-6（RC 造） 

構造スリットを設ける場合、三方スリットとした雑壁は梁にぶら下がる格好になり注

意が必要とのことでしたが、具体的な対処方法があればご教示いただけませんか？ 

三方は差し筋＠４００となりますが、それ以上の補強は入れられないのでしょうか？ 

上部の梁に対して定着のため、鉄筋を増やすまではやりすぎでしょうか？ 

 

回答 1 
 本来耐震壁となる壁でも三方スリットを設け、剛性のバランスを取ることは耐震設計

において良く行われていますが、具体的な対処方法として壁重量は上部の梁で処理し、

かつ梁長さの大部分に垂れ壁が有る為、剛性評価は変断面としての剛性割り増しが必

要となります。また梁の長さ方向の大部分に垂れ壁が付いているため、地震時の変形

は梁の端部の僅かな区間での強制変形となることから梁部材の靱性が乏しく、スリッ

ト部分で回転変形が強制されるため、配慮が必要となります。一方、当該垂れ壁の面

外方向の地震時には、周辺スリットに設けられたダボ筋で抵抗することが必要となり

ます。法律上鉄筋には圧縮と引っ張りに対し許容応力度は与えられていますが、曲げ

やせん断力に対応する許容応力度が与えられていませんので、ダボ筋をＳＳ４００の

丸鋼とするか、異形鉄筋を使用して引っ張り部材となる計算方法（ミーゼスの降伏理

論式）による構造計算とする必要があります。尚、差筋の＠４００ですが、この程度

であれば地震時の挙動において、差筋が剛性に与える影響が問題にならないことから

一般に採用されています。ダボ筋の剛性評価を行い、影響を考慮した構造計算が行わ

れる場合にはピッチや径の制限はありません。他方、鉄筋コンクリート造においては

基準法の施行令第７９条第一項において被り厚さ規定が設けられています。また用い

られる鉄筋は正式には JIS G３１１２「鉄筋コンクリート用棒鋼」の規格に適合し、



建築基準法第３７条第一項第一号に示された指定建築材料でなければなりません。 

 このことから、建築基準法を厳密に守るにはダボ筋は鉄筋でなく被り不要の鋼材

SS400 の丸鋼または SUS の丸鋼（耐久性）とされておくのが無難といえます。ただし

耐火要求建築物において鋼材には耐火被覆が必要であるなど、別の問題も生じますこ

とから、当該ダボ筋には一切の耐力を期待せず予備的な存在とした設計が求められま

す。そうしますと、当該垂れ壁の面外方向に作用する地震力に対しての検討では上部

の大梁からの片持ちとして壁配筋を、かつ上部大梁の捩れの検討が欠かせなくなりま

す。特にスラブの付かない大梁では相当な捩り補強筋が必要となり、特に注意が必要

です 

 

次に垂れ壁の鉄筋（縦筋）の上部大梁への定着ですが、注意点として壁筋の定着は大

梁のコア（梁のスターラップで囲まれるコンクリート内部）部に定着する事が必要とな

ります（地震時、大梁の被りコンクリートは繰り返し荷重により剥落するため）。垂れ

壁がシングルの場合、問題は生じにくいのですが、ダブル配筋の場合で壁外面＝大梁外

面で揃っているケースでは、往々にして壁筋（縦筋）が大梁のコア内に定着されていな

いケースも見受けられますので特に注意か必要です。また、柱と大梁が面合わせとなる

場合では、柱主筋径だけ大梁側面に増し打ちまたは無筋状態が生じます。この場合にお

いても同様に壁筋（縦筋）の定着に特段の注意が必要となります。 

 

 その他の注意点として、三方スリットを設けた垂れ壁が取り付く大梁は端部の局部で

剛性が急変する為、応力集中が生じやすく、かつひび割れが目立つことになります。

特に太陽光による温度応力（伸縮）は毎日繰り返しますので、日射熱の影響を受けや

すい西面と南面ではひび割れ対策が重要です。外部のひび割れは耐久性や外観を損ね、

かつ内部鉄筋の錆・膨張から被りコンクリートの剥落にいたる一連の事象は、クレー

ムや紛争の最たる要因となっていますので、慎重な対策が求められます。 

 

回答 2 
 振れ止め筋は D10 もしくは D13＠400 程度で階高 4.0ｍ以内であれば安全上 

問題ないと思います。あまり配筋を増やしすぎるとスリットの意味が薄れてし 

まう恐れがありますので避けた方がいいでしょう 

 

回答 3 
スリット部分は無筋であることが望ましいが、地震時に雑壁が面外に動き出す可能性

があるため一般的には振れ止め筋（一般的には D10@400 程度）を設けています。ス

リット指針によると上端固定下端ピンの 1 辺固定他端ピン支持として検討を行います。

尚、過度の鉄筋を入れるとスリット効果を阻害するおそれがあると言われています 



 

回答４ 
最近では３方スリットの形状は当たり前になっています。しかし、梁全面に垂れ壁がな

い場合などは梁を変断面とみるなど計算は非常に難しくなります。また、全面に垂れ壁

がつく場合でも、壁の面外方向の曲げについて注意が必要になり、差し筋＠４００では

壁の面外方向に対する応力に対処できるとは限らなくなりダボ筋は、SS400 などの異形

鉄筋を採用する必要があり、計算により確認すべきでしょう。 

最近では、本来耐力壁となる無開口の壁でも、剛性バランスをとるため３方スリットを

設けるケースも増えてきていますが、あまりお勧めできるものでは無く、そのような計

画にならないよう十分配慮した設計をすることが望ましいと考えます。 

RC 造の場合は特に、計画時から構造設計者との打ち合わせが必要です 
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